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続
『
月
下
小
景
』
考

―
「
猎
人
故
事
」、「
慷
慨
的
王
子
」
に
つ
い
て

小  

島  

久  

代

『
月
下
小
景
』
考
を
執
筆
し
た
の
は
本
学
会
報
第
九
号
（
一
九
九
〇
年
）
で
あ
る
。
そ
の
後
引
き
継
い
で
九
一
、九
二
、九
四
年
と
続
編

を
書
い
た
が
、
ま
だ
手
を
付
け
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
「
猎
人
故
事
」（
猟
師
の
物
語
）
と
「
慷
慨
的
王
子
」（
気
前
の

い
い
王
子
）
の
二
篇
で
あ
る
。

「
猎
人
故
事
」

　
材
源
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
八
二
に
引
か
れ
る
『
五
分
律
』

（
1
）

の
仏
教
説
話
で
あ
る
。

佛
告
諸
比
丘
。
過
去
世
時
。
阿
練
若
池
水
邊
有
二
雁
。
與
一
龜
共
結
親
友
。
後
時
池
水
涸
竭
。
二
雁
作
是
議
言
。
今
此
池
水
涸
竭
。

親
友
必
受
大
苦
。
議
已
語
龜
言
。
此
池
水
涸
竭
。
汝
無
濟
理
。
可
銜
一
木
。
我
等
各
銜
一
頭
。
將
汝
著
大
水
處
。
銜
木
之
時
慎
不
可
語
。

即
便
銜
之
。
經
過
聚
落
。
諸
小
児
見
皆
言
。
雁
銜
龜
去
。
龜
即
瞋
言
。
何
預
汝
事
。
即
便
失
木
。
堕
地
而
死
。
爾
時
世
尊
因
此
偈
言 

夫
士
之
生
　
斧
在
口
中
　
所
以
斫
身
　
由
其
悪
言
　
應
毀
反
譽
　
應
譽
反
毀
　
自
受
其
殃
　
終
無
復
樂
　
佛
言
。
龜
者
調
達
是
也
。

昔
以
瞋
語
致
有
死
苦
。
今
復
瞋
罵
如
来
堕
大
地
獄
。（
仏
は
僧
た
ち
に
語
っ
た
。
む
か
し
静
か
な
池
の
ほ
と
り
に
二
羽
の
雁
が
い
て
、
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一
匹
の
亀
と
親
友
に
な
っ
た
。
後
に
池
の
水
が
涸
れ
、
二
羽
の
雁
は
、
い
ま
こ
の
池
の
水
が
涸
れ
る
と
親
友
は
き
っ
と
大
変
な
苦
境

に
陥
る
に
違
い
な
い
と
話
し
合
っ
た
。
そ
こ
で
（
二
羽
で
）
相
談
を
終
え
て
亀
に
言
っ
た
。
こ
の
池
の
水
が
涸
れ
る
と
、
君
は
ど
う

し
よ
う
も
な
く
な
る
。
で
も
君
が
一
本
の
木
を
銜
え
て
、
我
々
が
夫
々
一
方
の
端
を
銜
え
て
、
君
を
広
い
水
の
あ
る
所
に
運
ん
で
あ

げ
よ
う
。
木
を
銜
え
て
い
る
時
に
は
慎
ん
で
口
を
利
い
て
は
な
ら
な
い
と
。
そ
こ
で
木
を
銜
え
て
、
集
落
の
上
を
飛
び
過
ぎ
よ
う
と

す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
見
て
口
々
に
雁
が
亀
を
銜
え
て
行
く
ぞ
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
亀
は
む
っ
と
し
て
、
お
前
た
ち
に
は
何
の
関

係
が
あ
る
の
か
と
言
っ
た
途
端
、
木
か
ら
離
れ
、
地
に
落
ち
て
死
ん
だ
。
そ
の
時
世
尊
は
次
の
よ
う
な
偈
を
述
べ
た
。
そ
も
そ
も
人

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
斧
が
口
の
中
に
あ
り
、
そ
れ
故
に
身
を
切
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
悪
言
に
よ
っ
て
、
謗
る
べ
き
も
の
を
褒
め
、

褒
め
る
べ
き
も
の
を
謗
り
、
自
ら
そ
の
災
い
を
受
け
、
遂
に
二
度
と
楽
し
め
な
く
な
る
、
仏
は
言
っ
た
。
亀
は
軽
は
ず
み
で
あ
っ
た
。

む
か
し
怒
り
の
こ
と
ば
か
ら
死
の
苦
し
み
を
舐
め
た
も
の
が
い
る
。
い
ま
ま
た
怒
り
罵
れ
ば
如
来
は
大
地
獄
に
堕
ち
る
）

沈
従
文
は
こ
の
材
源
を
ど
の
よ
う
に
改
作
し
た
か
を
検
証
し
よ
う
。

先
ず
、
こ
の
物
語
の
話
し
手
は
猟
師
で
あ
る
が
、
そ
の
話
の
内
容
は
黒
衣
の
男
が
猟
師
に
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
二
重
の
入
れ
子
の
枠

物
語
形
式
を
創
出
し
て
い
る
点
が
、
他
の
物
語
と
は
異
な
る
。

さ
て
、
核
に
な
る
話
は
、
材
源
の
「
五
分
律
」
の
「
二
羽
の
雁
と
一
匹
の
亀
」
の
話
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
筋
は
変
わ
ら
な
い
。

沈
従
文
は
こ
の
簡
単
な
筋
を
活
か
し
て
如
何
に
話
を
膨
ら
ま
せ
る
か
に
苦
心
し
て
い
る
。
第
一
に
場
所
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
猟
師
が
ま
る

で
雁
と
見
紛
う
よ
う
な
首
の
長
い
黒
衣
の
男
に
出
会
っ
た
の
は
、
頤
和
園
の
通
称
租
界
と
呼
ば
れ
て
い
る
湖
堤
の
蘆
原
で
あ
り
、
ま
た
、
黒

衣
の
男
が
猟
師
に
話
を
語
る
場
所
は
、
蘆
の
生
い
茂
る
池
の
辺
で
あ
る
。
第
二
に
二
羽
の
雁
と
亀
が
異
種
な
の
に
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
水

辺
に
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
彼
ら
は
芸
術
、
哲
学
、
社
会
問
題
、
恋
愛
問
題
や
日
常
茶
飯
事
逸
話
な
ど
何
で
も
話
題
に
し

た
と
あ
る
の
は
、
吉
野
尚
政
氏
が
指
摘
し
て
い
る

（
2
）

よ
う
に
、
文
学
修
行
時
代
の
胡
也
頻
・
丁
玲
と
沈
従
文
の
関
係
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
第
三

に
雁
と
亀
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
形
態
か
ら
定
め
ら
れ
る
性
格
と
思
想
を
付
与
し
て
い
る
。
二
羽
の
雁
は
翼
が
あ
り
ど
こ
へ
で
も
自
由
に
空
を
飛

ん
で
行
け
る
こ
と
か
ら
、
文
明
文
化
は
速
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
西
洋
的
進
歩
思
想
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
の
肉
付
け
が
な
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さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
亀
は
速
度
が
文
明
文
化
を
生
み
出
し
た
と
い
う
考
え
に
は
大
反
対
で
、
文
明
文
化
は
生
活
の
沈
澱
の
中
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
中
国
の
伝
統
的
な
老
荘
思
想
の
体
現
者
と
し
て
形
象
さ
れ
て
い
る
。
雁
は
翼
を
持
つ
こ
と
で
享
受
し

て
い
る
自
由
と
見
聞
の
広
さ
に
対
し
て
、
亀
は
不
器
用
、
狭
量
、
貧
相
、
融
通
が
利
か
な
い
な
ど
の
欠
点
が
あ
る
が
、
決
し
て
そ
れ
を
辛
い

と
思
っ
た
こ
と
は
な
く
『
老
子
』
や
『
荘
子
』
を
読
み
「
知
足
不
辱
」
の
思
想
を
信
奉
し
て
満
足
し
て
い
る
さ
ま
を
次
の
よ
う
に
描
く
。

宁
为
庙
堂
文
绣
之
牺
牲
乎
？
抑
为
泥
涂
曳
尾
之
乌
龟
乎
？
（
寧
ろ
廟
堂
文
綉
の
犠
牲
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
泥
塗
に
尾
を
曳
く
烏
亀

と
な
る
か
）

（
3
）

と
黙
考
し
て
、
昔
の
哲
人
で
さ
え
そ
う
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
分
は
お
日
様
が
か
ん
か
ん
照
り
つ
け
る
暑
い
日
に
は
湿
っ
た
泥
の
中
を

這
い
回
っ
た
り
、
橋
の
下
の
涼
し
い
と
こ
ろ
で
遊
び
、
寒
い
時
に
は
お
日
様
が
出
て
い
れ
ば
、
石
の
上
に
這
い
上
っ
て
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
、

お
日
様
が
出
て
い
な
い
時
に
は
、
頭
や
首
を
縮
め
て
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
休
ん
で
い
る
と
い
う
、
の
ん
び
り
し
た
生
き
方
を
楽
し
ん
で
い

る
。
ま
た
、
ど
こ
か
ら
飛
ん
で
き
た
わ
か
ら
な
い
小
石
が
亀
の
甲
に
当
た
っ
た
り
し
て
も

虚
舟
触
舷
、
飘
风
堕
瓦
（
虚
舟
の
舷
が
触
れ
、
飄
風
が
瓦
を
堕
す
）

（
4
）

と
同
じ
で
、
腹
を
立
て
な
い
と
い
う
無
心
の
境
地
を
示
す
。
つ
ま
り
中
国
の
伝
統
的
な
老
荘
思
想
を
拠
り
所
と
し
て
現
状
に
満
足
し
、
現

状
の
保
守
を
図
る
「
知
足
安
分
」
の
思
想
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
彼
ら
が
共
生
し
て
い
る
こ
の
池
の
水
が
涸
れ
、
つ
い
に
は
火
事
に
な
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
。
二
羽
の
雁
は
亀
を
見
捨
て

て
逃
げ
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
亀
を
連
れ
て
引
っ
越
そ
う
と
一
計
を
案
じ
る
。
つ
ま
り
亀
に
木
の
真
ん
中
を
銜
え
さ
せ
、
両
端
を
二
羽
の

雁
が
銜
え
て
空
を
飛
ん
で
北
海
公
園
ま
で
飛
ん
で
行
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
計
画
を
実
行
す
る
に
当
た
り
、
雁
は
亀
に
ど
ん
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
絶
対
に
口
を
開
か
な
い
と
約
束
さ
せ
る
。
二
羽
の
雁
が
亀
を
連
れ
て
飛
ん
で
い
る
空
を
見
上
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
口
々
に

「
や
ー
い
、
雁
の
引
っ
越
し
だ
〜
い
、
亀
の
嫁
入
り
だ
〜
い
！
」
と
囃
し
立
て
た
。
亀
は
「
女
子
ど
も
の
口
に
は
戸
が
立
て
ら
れ
ぬ
」
と

ば
か
り
、
無
視
し
て
い
た
が
、
城
中
に
入
っ
て
北
海
公
園
の
近
く
ま
で
飛
ん
で
来
た
時
に
、
身
な
り
の
き
ち
ん
と
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
も

囃
し
立
て
ら
れ
る
と
、
つ
い
に
腹
を
立
て
、「
お
前
た
ち
の
先
生
は
何
を
教
え
て
い
る
の
だ
。
引
っ
越
し
や
嫁
入
り
は
当
た
り
前
の
こ
と
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じ
ゃ
な
い
か
、
お
前
ら
子
ど
も
た
ち
が
大
騒
ぎ
す
る
程
の
こ
と
か
」
と
口
を
開
い
た
途
端
、
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
材
源
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
筋
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
問
題
は
終
わ
り
の
部
分
で
、
材
源
で
は
、
教

訓
と
し
て
は
亀
が
軽
は
ず
み
で
あ
っ
た
こ
と
、「
口
は
禍
の
も
と
」
を
教
え
諭
す
説
話
と
し
て
完
結
し
て
い
る
の
に
対
し
、「
猎
人
故
事
」

で
は
、
核
に
な
る
話
を
す
る
黒
衣
の
男
と
、
そ
の
話
の
聞
き
手
で
も
あ
り
、
更
に
話
し
手
に
も
な
る
猟
師
を
付
け
加
え
る
。
謎
め
い
た

黒
衣
の
男
が
上
述
の
話
を
し
終
え
た
と
き
、
猟
師
は
思
わ
ず
、「
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？
」
と
聞
い
て
し
ま
う
。
す
る
と
黒
衣
の
男
は
、

話
の
途
中
で
口
を
挟
ま
な
い
と
い
う
約
束
を
破
っ
た
と
腹
を
立
て
、
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
る
と
、
蘆
の
繁
み
の
方
へ
さ
っ
さ
と
立
ち
去
っ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
ろ
姿
は
ま
る
で
雁
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
猟
師
は
亀
が
落
ち
て
か
ら
ど
う
な
っ
た
か
、
続
き
を
聞
き
た
い
と
思
い
、

そ
れ
か
ら
十
六
年
間
ず
っ
と
言
葉
を
話
せ
る
雁
を
探
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

蘇
雪
林

（
5
）

は
こ
の
物
語
で
作
者
が
な
に
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
は
不
明
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
「
知
足
安
分
」、「
知
足
不
辱
」
の
老

荘
思
想
に
依
拠
す
る
の
み
で
自
分
の
運
命
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
亀
の
形
象
に
託
し
て
戯
画
化
し
て
描
い
た
作
品
だ
と
考
え

る
。
沈
従
文
は
そ
の
一
年
後
に
は
『
辺
城
』
を
書
き
上
げ
る
。

『
辺
城
』
の
祖
父
は
孫
娘
の
翠
翠
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
若
者
に
手
渡
し
た
い
と
願
う
が
、
翠
翠
が
次
第
に
死
ん
だ
母
親
に
そ
っ
く
り

に
な
っ
て
来
た
の
を
見
て
、
同
じ
運
命
を
辿
る
こ
と
を
怖
れ
る
。
そ
の
心
境
を
「
彼
女
は
か
の
兵
士
と
知
り
合
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
最

後
に
は
老
人
と
赤
ん
坊
を
残
し
て
、
そ
の
兵
士
の
後
を
追
っ
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
老
船
頭
に
言
わ
せ
る
と
誰
の
罪
で

も
な
い
。
た
だ
天
が
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
翠
翠
の
祖
父
は
口
で
は
天
を
恨
ま
な
い
し
、
人
を
と
が
め
な
い
と
い
う
が
、
心
の
な

か
で
は
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
運
命
を
完
全
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
は
や
は
り
若
い
者
の
よ
う
に
、
口
で
は
諦
め
た

よ
と
言
っ
て
も
、
諦
め
き
れ
ず
ど
う
し
よ
う
も
な
く
容
認
で
き
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
自
身
に
割
り
当
て
ら
れ
た
負
担
分
は
、
ま

さ
に
不
公
平
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る

（
6
）

。

沈
従
文
の
実
生
涯
で
は
、
時
に
は
亀
の
よ
う
に
首
を
甲
羅
の
な
か
に
縮
め
て
荒
れ
狂
う
理
不
尽
な
狂
風
か
ら
身
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
状
況
に
お
か
れ
た
時
に
は
、
老
荘
思
想
に
韜
晦
し
て
や
り
過
ご
し
て
い
る
場
面
も
見
ら
れ
る

（
7
）

。「
猎
人
故
事
」
で
は
、
老
荘
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思
想
を
信
奉
し
て
い
る
亀
の
不
幸
を
描
く
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
の
が
『
辺
城
』
の
祖
父
の
形
象
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
慷
慨
的
王
子
」

　
材
源
は
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
八
〇
に
引
か
れ
る
「
佛
説
太
子
須
大
拿
經
」

（
8
）

で
あ
る
。
材
源
に
登
場
す
る
人
物
・
動
物
は
、
国
王
濕
波
、

二
萬
人
の
夫
人
、
太
子
須
大
拿
、
王
妃
曼
坻
、
白
象
須
檀
延
、
婆
羅
門
八
人
、
婆
羅
門
、
忉
利
帝
釈
（
檀
特
山
の
城
郭
に
化
け
る
）、
阿

州
陀
と
言
う
名
の
道
士
（
五
百
歳
）、
耶
利
、
罽
拿
延
、
禽
獣
、
拘
留
国
の
貧
し
く
醜
い
婆
羅
門
と
そ
の
妻
、
猟
師
、
天
王
帝
釈
（
獅
子
、

十
二
の
醜
さ
を
持
つ
婆
羅
門
に
化
け
る
）。
材
源
と
な
る
仏
教
説
話
は
長
文
の
た
め
全
文
引
用
は
省
く
。

こ
の
物
語
も
核
と
な
る
あ
ら
す
じ
の
ほ
と
ん
ど
が
材
源
の
仏
教
説
話
Ａ
の
現
代
語
訳
Ｂ
で
あ
る
が
、
他
の
物
語
と
同
様
、
核
と
な
る
仏

教
説
話
Ａ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
冒
頭
の
部
分
の
Ａ
は
、
Ｂ
の
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
…
其
王
号
曰
濕
波
。
王
有
二
萬
夫
人
。
了
無
有
子
。
王
自
禱
祠
諸
神
天
人
。
便
覺
有
娠
。
至
滿
十
月
太
子
便
生
。
字
爲
須
大
拏
。

Ｂ
…
国
中
有
个
大
王
、
名
叫
温
波
。
这
个
王
年
轻
时
节
、
各
处
打
仗
、
不
知
休
息
、
用
武
力
把
一
切
附
属
部
落
降
伏
以
后
、
就
在
全
国
中

心
大
都
城
住
下
、
安
富
尊
荣
、
打
发
日
子
。
这
国
王
年
纪
五
十
岁
时
、
还
无
太
子
、
因
此
按
照
东
方
民
族
作
国
王
的
风
气
、
讨
取
民

间
女
子
两
万
、
作
为
夫
人
。
可
是
这
国
王
虽
有
两
万
年
青
夫
人
、
依
然
没
有
儿
子
、
这
事
古
怪
。
叶
波
国
王
同
其
他
地
面
上
国
王
一

样
、
聪
明
智
慧
、
全
部
用
到
政
务
方
面
以
后
、
处
置
自
己
私
人
事
情
、
照
例
就
见
得
不
很
高
明
。
虽
知
道
保
境
息
民
、
抚
育
万
类
、

可
不
知
道
用
何
聪
明
方
法
、
就
可
得
一
儿
子
。
本
国
太
医
进
奉
种
种
药
方
、
服
用
皆
无
效
验
。
自
以
为
本
人
既
是
天
子
、
一
切
由
天

作
主
、
故
到
后
这
国
王
听
人
说
及
本
国
某
处
高
山
、
有
一
天
神
、
正
直
聪
明
、
与
人
祸
福
灵
应
不
爽
时
、
就
带
了
一
千
御
林
军
、
用

七
匹
白
色
公
鹿
、
牵
引
七
辆
花
车
、
车
中
载
有
最
美
夫
人
七
位
、
同
往
神
庙
求
愿
。
国
王
没
有
儿
子
、
事
不
奇
希
、
由
于
身
住
宫
中
、

不
常
外
出
、
气
血
不
畅
、
当
然
无
子
。
今
既
出
门
一
跑
、
晒
晒
太
阳
、
换
换
空
气
、
筋
骨
劳
动
、
脉
络
舒
张
。
神
庙
停
驾
七
天
以
后
、

七
个
夫
人
之
中
、
就
有
一
个
怀
了
身
孕
。
这
夫
人
到
十
个
月
后
、
产
生
一
个
太
子
、
名
须
大
拿
。
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上
記
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｂ
は
Ａ
の
十
倍
の
字
数
に
引
き
伸
ば
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
国
王
の
名
前

は
濕
波
↓
温
波
、
須
大
拏
↓
須
大
拿
な
ど
の
変
更
が
あ
る
が
省
略
す
る
。
Ａ
に
は
な
く
、
Ｂ
に
加
え
ら
れ
た
人
物
と
し
て
、
白
い
顔
の
女
、

髭
の
薄
い
男
、
物
語
の
語
り
手
と
し
て
宝
石
商
人
、
物
語
の
聞
き
手
と
し
て
は
、
宿
泊
客
の
他
に
痩
せ
た
田
舎
者
、
旅
籠
宿
（
金
狼
酒
店
）

の
主
人
を
付
け
加
え
て
い
る
。

　「
慷
慨
的
王
子
」
の
物
語
は
一
人
の
宝
石
商
人
が
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
核
と
な
る
物
語
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
葉
波
国
の
国
王
は
五
十
歳
に
な
る
が
、
ま
だ
子
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
二
万
人
の
若
い
女
性
を
夫
人
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
子
宝
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
天
神
が
在い

ま

す
神
廟
に
千
人
の
近
衛
兵
、
七
匹
の
白
い
鹿
に
七
人
の
美
し
い
夫
人
を
乗
せ
た
七
輌
の
花
車
を
曳

か
せ
て
参
詣
し
、
廟
に
七
日
間
滞
在
し
た
ら
、
一
人
の
夫
人
が
懐
妊
し
た
。
十
月
経
っ
て
生
ま
れ
た
子
は
須
大
拿
と
名
付
け
ら
れ
た
。
須

大
拿
は
十
六
歳
で
嫁
を
娶
っ
た
。
金
髪
曼
坻
と
い
う
。
曼
坻
は
の
ち
に
一
男
一
女
を
も
う
け
た
。
耶
利
と
脂
拿
延
で
あ
る
。
須
大
拿
は
宮

中
の
生
活
に
飽
き
て
、
あ
る
日
平
民
の
服
を
着
て
、
街
へ
出
た
。
わ
ず
か
一
日
で
貧
し
い
人
、
身
体
障
碍
者
、
疥
癬
や
瘰
癧
も
ち
、
老
衰

者
、
死
人
な
ど
を
見
て
心
が
ふ
さ
い
だ
。
宮
殿
に
戻
る
と
国
王
に
蔵
の
中
の
宝
物
を
臣
民
に
施
し
た
い
と
願
い
出
る
。
国
王
か
ら
蔵
の
鍵

を
も
ら
い
、
早
速
宝
物
を
取
り
出
し
て
三
日
間
施
し
を
し
て
臣
民
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
。
こ
の
気
前
の
い
い
太
子
の
話
は
敵
国
に
も
知

れ
渡
る
。
敵
国
の
王
は
葉
波
王
が
大
事
に
し
て
い
る
蓮
の
花
の
上
を
歩
け
る
象
（
須
檀
延
）
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
う
。
八
人
の
家
来
が

夫
々
自
ら
の
片
足
を
鉄
の
錘
で
砕
き
跛
に
な
っ
て
太
子
に
白
い
象
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
。
須
大
拿
は
父
王
の
大
切
な
象
だ
か
ら
と
断
る

が
、
再
三
の
要
望
と
一
律
平
等
に
私
心
な
く
布
施
を
す
る
と
い
う
志
に
反
す
る
と
考
え
て
、
父
王
か
ら
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
を
覚
悟
で
遂
に

白
い
象
を
八
人
に
与
え
る
。
父
王
は
太
子
を
罰
し
て
十
二
年
間
檀
特
山
に
放
逐
す
る
。
須
大
拿
は
妻
子
を
伴
い
山
へ
馬
車
で
向
か
う
が
、

途
中
で
出
会
っ
た
者
た
ち
の
欲
す
る
ま
ま
に
馬
も
車
も
自
分
や
妻
子
の
着
て
い
る
衣
服
ま
で
、
求
め
ら
れ
る
も
の
全
て
を
悉
く
布
施
し
て

し
ま
う
。
檀
特
山
に
入
っ
て
か
ら
動
物
た
ち
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
た
が
、
あ
る
日
拘
留
国
の
退
役
軍
人
が
妻
の
召
使
に
す
る
た
め
に
須

大
拿
の
二
人
の
子
ど
も
を
欲
し
い
と
や
っ
て
来
る
と
、
妻
の
曼
坻
が
留
守
の
間
に
子
ど
も
た
ち
を
退
役
軍
人
に
連
れ
て
行
か
せ
る
。
曼
坻

は
そ
れ
を
知
っ
て
地
を
転
げ
ま
わ
り
泣
き
叫
ぶ
が
須
大
拿
に
諭
さ
れ
て
服
す
る
。
あ
る
大
神
が
須
大
拿
を
試
そ
う
と
醜
い
老
人
に
変
身
し
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月
下
小
景
』
考

て
須
大
拿
に
曼
坻
を
自
分
の
妻
に
欲
し
い
と
求
め
る
と
、
須
大
拿
は
そ
の
願
い
も
聞
き
入
れ
て
曼
坻
を
老
人
に
渡
す
。
老
人
は
須
大
拿
の

布
施
の
志
を
試
し
た
だ
け
だ
と
言
い
、
そ
の
徹
底
さ
に
感
心
し
て
曼
坻
を
須
大
拿
に
返
す
。
ま
た
、
曼
坻
の
三
つ
の
願
い
を
叶
え
、
子
ど

も
た
ち
は
葉
波
国
に
売
ら
れ
、
国
王
は
孫
た
ち
の
姿
を
見
て
、
自
分
の
非
を
悟
り
、
太
子
を
許
し
て
自
分
の
非
を
謝
り
、
太
子
は
め
で
た

く
帰
国
し
、
国
王
は
蔵
の
鍵
を
太
子
に
与
え
、
以
後
隠
居
し
た
。
太
子
は
以
前
に
も
ま
し
て
恣
に
布
施
を
し
た
。
物
語
は
そ
こ
で
終
わ
る
。

材
源
で
は
須
大
拿
は
仏
自
身
だ
な
ど
の
説
明
が
あ
る
が
、
沈
従
文
は
そ
の
部
分
を
省
き
、
痩
せ
た
田
舎
者
を
登
場
さ
せ
て
、
物
語
の
後
に

起
き
た
拍
手
に
対
し
て
不
満
を
表
し
、
次
の
よ
う
に
言
わ
せ
て
い
る
。

「
皆
さ
ん
、
お
静
か
に
、
私
の
話
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
葉
波
国
王
の
太
子
は
大
層
気
前
が
良
く
、
珍
し
い
宝
物
を
布
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
そ
ん
な
に
気
前
の
い
い
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
確
か
に
立
派
で
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
の
こ
の
物
語
に
対
し
て
与

え
た
拍
手
か
ら
見
る
と
、
皆
さ
ん
の
行
為
は
、
ま
る
で
そ
の
王
子
と
競
う
積
り
の
よ
う
で
す
が
、
違
う
の
は
、
一
方
は
珍
し
い
宝
物

で
一
方
は
拍
手
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
す
。
私
の
意
見
で
は
、
こ
の
物
語
は
あ
の
旦
那
が
古
め
か
し
い
文
章
で
述
べ
た
の
で
す
か
ら
、

我
々
は
誰
も
が
立
ち
上
が
っ
て
大
声
で
「
い
い
話
だ
っ
た
！
」
と
お
礼
を
言
え
ば
充
分
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
拍
手
を
す
る
の
は

構
い
ま
せ
ん
が
、
拍
手
が
長
す
ぎ
る
と
、
も
し
別
の
敵
国
や
仇
が
慈
悲
を
請
い
に
や
っ
て
来
た
ら
、
皆
さ
ん
は
拍
手
の
他
に
、
な
に

を
与
え
る
の
で
す
か
？
」

と
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
科
白
も
付
け
加
え
る
。

「
皆
さ
ん
、
皆
さ
ん
は
王
子
の
行
為
を
賛
美
し
、
王
子
の
自
己
犠
牲
は
、
人
格
が
高
尚
で
と
て
も
及
ぶ
べ
く
も
な
い
と
お
思
い
で
し
ょ

う
ね
。
い
ま
山
の
虎
が
腹
を
空
か
せ
て
食
べ
物
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
ど
な
た
か
掌
を
切
り
落
と
し
て
、
山
谷
の
虎
に
食
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
？
」

と
言
う
と
、
微
笑
を
残
し
て
暗
闇
の
中
に
姿
を
消
し
た
と
描
い
て
い
る
。
宿
泊
人
た
ち
は
出
て
行
っ
た
田
舎
者
が
本
当
に
自
分
の
体
を
虎

に
食
わ
せ
る
た
め
に
犠
牲
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
と
騒
ぎ
、
助
け
に
行
か
な
く
て
は
と
言
う
者
も
い
る
が
、
誰
一
人
と
し
て
外
へ
出
て
行

く
勇
気
の
あ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
宝
石
商
人
が
自
分
の
話
に
感
心
し
、
自
分
の
体
を
捨
て
て
虎
に
食
わ
せ
よ
う
と
い
う
田
舎
者
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が
出
た
こ
と
に
満
足
し
、
他
に
も
二
人
感
動
し
た
者
が
い
る
と
ホ
ラ
話
を
し
よ
う
し
た
ら
、
宿
の
主
人
が
先
ほ
ど
暗
闇
に
出
て
行
っ
た
の

は
有
名
な
猟
師
だ
と
告
げ
る
。
宝
石
商
人
は
嘘
が
ば
れ
て
、
寝
た
ふ
り
を
し
て
自
分
の
刺
繍
を
し
た
ス
リ
ッ
パ
を
焚
火
で
焦
が
し
て
犠
牲

に
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
落
ち
を
付
け
て
い
る
。

材
源
で
は
、
太
子
の
よ
う
に
自
分
の
宝
物
を
惜
し
げ
な
く
与
え
る
行
為
は
、
仏
に
近
づ
く
道
だ
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
が
、
沈
従
文
が

「
慷
慨
的
王
子
」
で
述
べ
た
か
っ
た
こ
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？

吉
野
尚
政
は
「
痩
せ
た
田
舎
者
」
の
「
乡
下
人
」
を
、
沈
従
文
の
分
身
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
と
し
て
、「
「
慷
慨
的
王
子
」
は
、
何
か

を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
望
む
だ
け
で
、
自
分
で
は
何
も
し
な
い
人
た
ち
や
、
称
賛
だ
け
し
て
、
人
の
た
め
に
何
か
し
ろ
と
他
人
に
勧
め
る

よ
う
な
人
た
ち
を
風
刺
す
る
意
味
を
持
つ
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
２
と
同
じ
）。
筆
者
も
「
乡
下
人
」
は
沈
従
文

の
分
身
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
故
に
、
沈
従
文
が
最
後
に
「
乡
下
人
」
を
登
場
さ
せ
た
意
味
に
こ
だ
わ
り
た
い
と
思
う
。
つ
ま
り
、

仏
で
は
な
い
人
間
に
、
王
子
の
よ
う
に
自
分
の
愛
す
る
子
ど
も
や
妻
で
さ
え
も
、
欲
し
が
る
人
に
は
惜
し
げ
も
な
く
与
え
て
し
ま
う
よ

う
な
行
為
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
そ
し
て
そ
う
い
っ
た
無
私
の
布
施
を
現
代
で
も
生
か
す
べ
き
だ
と
考
え
て
こ
の
物
語
を
現
代
語
に
訳
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
吉
野
の
述
べ
る
よ
う
に
、
物
語
を
聞
い
て
称
賛
す
る
だ
け
で
自
分
で
は
何
も
し
な
い
人
や
、
他
人
に
何
か
し
ろ

と
勧
め
る
だ
け
の
人
を
風
刺
す
る
た
め
に
だ
け
「
乡
下
人
」
を
登
場
さ
せ
て
上
記
の
よ
う
な
皮
肉
を
言
わ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
繰
り

返
し
に
な
る
が
、
筆
者
は
こ
の
「
乡
下
人
」
は
も
っ
と
根
源
的
な
問
い
を
発
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
そ
の
よ
う
な
行
為
は
果
た

し
て
人
間
に
で
き
る
こ
と
な
の
か
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
畳
み
か
け
る
よ
う
に
「
虎
に
自
分
の
掌
を
切
り
落
と
し
て
食

わ
せ
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
」
と
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
説
話
で
は
、
私
心
な
く
布
施
を
す
る
仏
の
行
為
を
称
揚
す
る
話
と

し
て
語
ら
れ
た
も
の
を
、
沈
従
文
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
清
末
以
降
の
中
国
、
と
り
わ
け
東
北
三
省
（
一
九
三
一
年
九
月
一
八
日
に
起
き

た
満
州
事
変
後
日
本
の
植
民
地
と
さ
れ
た
満
州
）
を
帝
国
主
義
列
強
に
よ
っ
て
次
々
に
奪
い
取
ら
れ
た
現
実
を
脳
裏
に
浮
か
べ
て
、
そ
う

し
た
事
態
を
招
い
た
政
権
当
局
者
に
対
す
る
諷
諫
を
込
め
た
作
品
と
し
て
読
者
に
提
示
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
い
。

沈
従
文
は
文
学
が
政
治
に
従
属
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
む
し
ろ
文
学
が
政
治
を
指
導
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
親
友
の
胡
也
頻
と
丁



二
五

続
『
月
下
小
景
』
考

玲
は
急
速
に
共
産
主
義
に
近
づ
き
左
翼
作
家
連
盟
に
加
入
し
た
が
、
沈
従
文
は
彼
ら
と
は
距
離
を
お
き
、
権
力
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
、
作
家
は
作
品
に
よ
っ
て
の
み
立
つ
べ
き
だ
と
主
張
し
た

（
9
）

。
ま
た
、
一
九
四
六
年
以
後
、
国
共
内
戦
に
反
対
し
た

）
10
（

こ
と
か
ら
、
政
治

が
わ
か
ら
な
い
作
家
と
見
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
彼
は
五
四
の
精
神
を
受
け
継
い
で
文
学
救
国
の
理
想
を
終
生
持
ち
続
け
、
ま
た
、

抗
日
戦
争
を
支
持
し
た
熱
心
な
愛
国
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
次
の
文
章
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
「
打
头
文
学
」

（
頭
を
殴
る
文
学
）

）
11
（

を
見
て
み
よ
う
。
冒
頭

中
国
は
五
四
文
学
革
命
以
来
、
ロ
シ
ア
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
終
始
最
も
よ
い
友
情
を
抱
い
て
親
し
ん
で
き
た
と
し
て
、
作
家
と
読
者

の
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
の
小
説
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
だ
が
、
近
年
そ
の
こ
と
が
あ
ま
り
取
り
立
て
て
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
た

こ
と
に
不
満
を
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は

ロ
シ
ア
文
学
に
は
明
ら
か
な
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
作
品
に
老
人
と
若
者
、
新
旧
の
衝
突
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
衝
突
の

問
題
は
政
治
観
念
や
生
活
態
度
の
違
い
に
外
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
も
沢
山
あ
る
が
、「
打
头
」（
頭
を
殴
る
）
が
非

常
に
わ
か
り
や
す
い
方
法
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
頭
を
殴
る
と
は
、
若
者
が
、
誰
か
が
嘘
を
つ
い
て
、
そ
の
嘘
が
若
い
世
代
の
全
て
の

発
展
に
不
利
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
さ
あ
来
い
…
…
、
相
応
の
や
り
方
で
…
…
と
い
う
こ
と
に
相
成
る
の
で
あ
る

と
し
て
、
一
つ
の
寓
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
人
の
愚
か
者
が
お
り
、
つ
る
禿
だ
っ
た
。
あ
る
者
が
彼
の
頭
を
目
が
け
て
硬
い
梨
を
投
げ
つ
け
た
。
何
度
も
繰
り
返
し
梨
が
当

た
っ
て
頭
は
負
傷
し
た
が
、
愚
か
者
は
黙
っ
た
ま
ま
そ
れ
を
耐
え
忍
び
、
仕
返
し
も
し
な
か
っ
た
。
あ
る
人
が
彼
に
負
傷
し
た
の
に
、

ど
う
し
て
投
げ
つ
け
ら
れ
た
梨
を
避
け
も
せ
ず
、
や
ら
れ
た
理
由
を
追
及
し
よ
う
と
も
し
な
い
の
だ
と
問
う
た
の
に
対
し
て
、
愚
か

者
は
「
あ
い
つ
は
力
を
恃
ん
で
、
知
識
も
な
い
の
に
、
考
え
な
し
に
で
た
ら
め
を
や
り
、
や
り
た
い
放
題
や
り
、
梨
で
私
の
頭
に
傷

を
負
わ
せ
た
。
私
の
頭
は
負
傷
し
た
が
、
あ
い
つ
は
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
損
を
し
た
か
理
解
し
て
い
な
い
し
、
わ
か
り
も
し
な
い
の
だ
」

と
言
っ
た
と
い
う
小
咄
か
ら
、
現
在
の
中
国
で
は
人
に
殴
ら
れ
て
も
、
つ
る
禿
げ
が
殴
ら
れ
た
後
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
者
が
た
く

さ
ん
い
る
。
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と
し
て
、
例
え
ば
中
国
が
東
北
三
省
を
失
っ
た
後
に
発
表
さ
れ
た
意
見
を
同
文
の
中
で
紹
介
す
る
。

中
国
は
侮
ら
れ
て
確
か
に
損
を
し
た
。
だ
が
将
来
損
を
す
る
の
は
決
し
て
中
国
人
で
は
な
い
。
中
国
は
広
い
土
地
を
失
い
、
失
地
は

す
ぐ
に
は
奪
い
返
せ
な
い
が
、
そ
れ
も
中
国
の
致
命
傷
で
は
な
い
。
そ
れ
は
た
だ
日
本
人
の
愚
か
さ
に
過
ぎ
な
い
。
何
故
な
ら
日
本

が
併
呑
し
た
の
は
東
北
三
省
で
は
な
く
て
、
実
は
一
つ
の
爆
弾
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
爆
弾
は
あ
る
日
破
裂
す
る
は
ず
だ
（
誰

の
発
言
か
は
未
詳
…
筆
者
）

こ
う
い
っ
た
意
見
に
対
し
て
、
沈
従
文
は
爆
弾
は
い
つ
破
裂
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
破
裂
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
で

は
な
い
か
と
非
難
し
、

こ
う
い
っ
た
あ
た
か
も
人
に
頭
を
殴
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
平
民
に
嘘
を
つ
き
、
国
民
に
麻
酔
を
か
け
て
自
分
の
無
能
ぶ

り
を
覆
い
隠
そ
う
と
す
る
よ
う
な
大
物
や
、
一
知
半
解
の
知
識
で
こ
う
し
た
嘘
つ
き
の
犯
罪
を
助
け
る
者
に
は
、
実
は
ロ
シ
ア
の
あ

る
時
期
の
文
学
が
描
い
て
見
せ
た
と
こ
ろ
の
本
当
に
頭
を
殴
る
方
法
で
、
彼
ら
を
懲
ら
し
め
る
以
外
は
、
こ
の
民
族
に
対
し
て
自
分

が
如
何
な
る
損
害
を
与
え
た
か
、
そ
れ
ゆ
え
ど
の
よ
う
な
待
遇
を
受
け
る
の
が
相
応
し
い
の
か
を
わ
か
ら
せ
る
、
よ
り
良
い
方
法
は

な
い
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
時
代
の
文
学
は
、
若
干
の
人
は
殴
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
人
に
ど
の
よ
う

に
殴
る
か
を
示
す
べ
き
な
の
は
、
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
！

と
述
べ
て
い
る
。

「
打
头
文
学
」
は
、
満
州
事
変
後
も
日
本
の
侵
略
を
座
視
し
続
け
る
国
民
党
政
権
の
無
為
無
策
ぶ
り
に
対
す
る
憤
り
を
示
し
て
い
る
し
、

ま
た
、
そ
う
し
た
無
能
な
国
民
党
政
権
の
無
策
を
批
判
す
る
の
が
文
学
の
役
割
だ
と
述
べ
て
い
る
。
国
民
党
政
府
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
楊
振

声
の
主
導
す
る
国
定
教
科
書
の
編
集
作
業
に
も
係
っ
て
い
た
沈
従
文

）
12
（

の
微
妙
な
立
場
か
ら
の
発
言
で
は
あ
る
が
、
彼
が
自
国
の
領
土
（
東

北
三
省
）
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
決
し
て
無
関
心
で
は
な
く
、
韜
晦
を
決
め
込
む
為
政
者
の
頭
を
殴
っ
て
喝
を
入
れ
る
の
が
文
学
の
役
目
だ

と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

沈
従
文
の
家
系
は
軍
属
に
連
な
る
者
が
多
か
っ
た
。
祖
父
の
沈
宏
富

）
13
（

、
父
の
沈
宗
嗣

）
14
（

は
じ
め
、
弟
の
沈
岳
荃

）
15
（

は
一
九
三
七
年
後
、
嘉
善
、



二
七

続
『
月
下
小
景
』
考

九
江
、
長
沙
に
お
け
る
三
度
の
抗
日
戦
を
率
い
た
筋
金
入
り
の
軍
人
で
あ
っ
た
。
沈
従
文
自
身
は
軍
閥
の
軍
隊
に
嫌
気
が
さ
し
て
、
武
を

捨
て
文
に
就
い
た
が
、
苗
族
の
出
自
を
自
覚
し
て
、
支
配
者
で
あ
る
漢
族
に
対
す
る
鬱
屈
し
た
感
情
を
抱
き
、「
城
市
人
」
に
対
し
て
あ

く
ま
で
も
「
乡
下
人
」
と
い
う
立
場
に
固
執
し
な
が
ら
も
、
眼
前
の
よ
り
大
き
な
外
敵
で
あ
る
日
本
軍
の
侵
略
行
為
に
対
し
て
は
、
内
な

る
矛
盾
は
抑
止
し
て
、
苗
・
漢
な
ど
を
含
め
た
多
民
族
か
ら
な
る
「
中
華
民
族
」
を
そ
の
一
員
と
し
て
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
感
情

が
生
じ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
慷
慨
的
王
子
」
執
筆
は
三
三
年
一
月
、「
打
头
文
学
」
掲
載
は
同
年
十
一
月
一
日
と
い
う
執
筆
時
の
近
さ
か
ら
考
え
て
も
、「
慷
慨
的
王

子
」
は
決
し
て
犠
牲
、
博
愛
の
精
神
を
称
賛
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
気
前
の
い
い
王
子
を
清
朝
末
期
か
ら
現
在
の
東
北
三
省
失
地
に
至

る
ま
で
の
被
侵
略
・
被
植
民
地
化
を
招
い
た
為
政
者
の
無
為
無
策
の
姿
を
諷
諫
を
込
め
て
形
象
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
沈

従
文
の
短
編
小
説
は
し
ば
し
ば
最
後
の
部
分
で
ク
イ
ッ
ク
タ
ー
ン
（
ど
ん
で
ん
返
し
）
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
夜
」、「
三
个
男
子
和
一

个
女
人
」、「
静
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
注
16
）。
こ
の
「
慷
慨
的
王
子
」
も
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
、
管
見
の
限
り
、
そ
れ
を
指
摘
し

た
論
文
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
敢
え
て
一
石
を
投
じ
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
二
〇
一
六
年
六
月
一
八
日
の
「
青
島
研
究
会
」
で
発
表
し
た
話
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

注
（
１
）　『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
三
冊
八
九
五
Ａ
所
収
。

（
２
）　
吉
野
尚
政
「『
月
下
小
景
』
に
つ
い
て
―
仏
教
説
話
改
作
か
ら
見
え
る
こ
と
―
」『
湘
西
』
第
二
号
　
二
〇
〇
〇
年
所
収
。

（
３
）　『
荘
子
』
の
原
文
は
「
王
巾
笥
而
蔵
廟
堂
之
上
。
此
龜
者
寧
其
死
爲
留
骨
而
貴
乎
、
寧
其
生
而
曳
尾
於
塗
中
乎
」（
王
巾
笥
し
て
之
を
廟
堂

の
上
に
蔵
す
。
こ
の
亀
な
る
者
は
、
寧
ろ
其
れ
死
し
て
骨
を
留
め
て
貴
ば
れ
ん
か
、
寧
ろ
其
れ
生
き
て
尾
を
塗
中
に
曳
か
ん
か
）
で
あ
る
。

（
４
）　
こ
の
部
分
の
「
猎
人
故
事
」
の
原
文
は
「
虚
舟
触
舷
、
飘
风
堕
瓦
、
一
切
出
于
无
心
、
都
不

当
生
气
、
故
不
生
气
」（
空
船
が
舷
に
触
れ
、

風
が
起
き
て
瓦
を
落
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
無
心
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
腹
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
、
そ
れ
故
腹
を
立
て
な
い
の
だ
）
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で
あ
る
。
出
典
は
『
荘
子
』
の
、「
山
木
」
の
「
方
舟
而
濟
於
河
、
有
虚
舟
、
来
觸
舷
、
雖
有
惼
心
之
人
不
怒
」
と
、「
達
生
」
の
「
雖
有
忮
心

者
不
怨
飄
瓦
」
の
二
つ
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る
。

（
５
）　
蘇
雪
林
「
沈
從
文
論
」『
文
学
』
第
三
巻
第
三
期
一
九
三
四
年
九
月

（
６
）　
原
文
は
、「
她
认
识
了
那
个
兵
。
到
末
了
丢
开
老
的
和
小
的
、
却
陪
了
那
个
兵
死
了
。
这
些
事
从
老
船
头
说
来
谁
也
无
罪
过
、
只
应
〝
天
〞

去
负
责
。
翠
翠
的
祖
父
口
中
不
怨
天
、
不
尤
人
、
心
中
却
不
能
完
全
同
意
这
种
不
幸
的
安
排
。
到
底
还
像
年
青
人
、
说
是
放
下
了
、
也
正
是
不

能
放
下
的
莫
可
奈
何
容
忍
到
的
一
件
事
。
摊
派
到
本
身
的
一
份
、
说
来
实
在
不
公
平
！
」
百
花
洲
文
庫
『
边
城
』（
一
九
八
〇
年
江
西
人
民
出
版

社
）
に
拠
っ
た
。
訳
文
は
、『
辺
境
か
ら
訪
れ
る
愛
の
物
語
』
二
〇
一
三
年
勉
誠
出
版
に
よ
る
。

（
７
）　
一
九
七
一
年
古
稀
を
迎
え
た
沈
従
文
が
半
生
を
述
懐
し
た
「
拟

诗
」
の
中
で
も
、
や
は
り
「
虚
舟
触
舷
急
、
回
飙
坠
瓦
频
」
と
表
現

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、『
荘
子
』を
浮
き
沈
み
の
激
し
か
っ
た
人
生
を
や
り
過
ご
す
時
の
拠
り
所
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
詳
し
く
は（
６
）

の
拙
訳
書
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）　『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
五
十
三
冊
八
七
九
Ｂ
―
八
八
二
Ｂ
所
収
。

（
９
）　『
记
丁
玲
』
续
集
に
、「
若
把
文
学
附
属
于
经
济
条
件
与
政
治
环
境
之
下
、
而
为
其
控
制
、
则
转
动
时
代
的
为
经
济
组
织
与
政
治
组
织
、
文

学
无
分
、不
必
再
言
文
学
。
若
否
认
文
学
受
两
者
控
制
、
文
学
实
有
其
独
创
性
与
独
立
价
值
、然
则
文
学
论
者
所
持
论
、仍
无
助
于
好
作
品
的
产
生
。

不
问
左
右
、
解
决
这
问
题
还
是
作
品
。」（
も
し
も
文
学
が
経
済
条
件
と
政
治
環
境
に
従
属
さ
せ
ら
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
な
ら
、
転
変
す

る
時
代
の
経
済
組
織
と
政
治
組
織
の
た
め
文
学
は
分ぶ

が
な
く
、
も
は
や
文
学
を
語
る
必
要
は
な
い
。
も
し
文
学
が
両
者
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

る
こ
と
を
否
認
す
る
な
ら
、
文
学
は
（
初
め
て
）
真
に
独
創
性
と
独
立
し
た
価
値
を
持
つ
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
文
学
論
者
（
文
学
評
論
家
や

文
学
理
論
家
を
指
す
…
筆
者
）
の
主
張
は
よ
い
作
品
を
生
み
出
す
の
に
は
や
は
り
助
け
と
は
な
ら
な
い
。
左
右
を
問
わ
ず
、
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
の
は
や
は
り
作
品
な
の
で
あ
る
）
と
述
べ
て
い
る
。（『
沈
从
文
全
集
』
第
一
三
巻
　
二
〇
七
ペ
ー
ジ
）

（
10
）　「
从
现
实
学
习
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
国
家
所
遭
遇
的
困
难
虽
有
多
端
、
而
追
求
现
实
、
迷
信
现
实
、
依
赖
现
实
所
作
的

政
治
空
气
和
倾
向
、
却
应
该
负
较
多
责
任
。
当
前
国
家
不
祥
的
局
势
、
亦
即
由
此
而
形
成
、
而
延
长
、
而
扩
大
。
谁
都
明
知
如
此
下
去
无
以
善
后
、



二
九

続
『
月
下
小
景
』
考

却
依
然
毫
无
真
正
转
机
可
望
、
坐
使
国
力
作
广
泛
消
耗
、
作
成
民
族
自
杀
的
悲
剧
。」（
国
が
遭
遇
し
て
い
る
困
難
は
多
様
で
あ
る
。
し
か
る
に

現
実
を
追
求
し
、
現
実
を
迷
信
し
、
現
実
に
依
存
し
て
作
ら
れ
た
政
治
的
空
気
と
傾
向
が
よ
り
多
く
の
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
当
面
の
（
こ

の
）
国
の
不
幸
な
有
様
も
そ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
し
か
も
延
長
さ
れ
、
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
善
後
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
な
ら
、

相
変
わ
ら
ず
真
の
転
機
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
座
し
て
国
力
を
広
範
囲
に
消
耗
さ
せ
て
、
民
族
自
殺
の
悲
劇
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
を
誰

も
が
は
っ
き
り
知
っ
て
い
る
）（『
沈
从
文
全
集
』
第
一
三
巻
三
九
二
ペ
ー
ジ
）

（
11
）　
一
九
三
三
年
一
一
月
一
日
　
天
津
『
大
公
報
・
文
藝
副
刊
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
の
敗
戦
後
一
九
四
六
年
に
発
表
さ
れ
た
「
一

种
新
的
文
学
观
」
で
は
、
新
文
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
高
尚
原
则
的
重
造
、
既
无
可
望
于
当
前
思
想
家
、

原
则
的
善
为
运
用
、
又
无
可
望
于
当
前
的
政
治
家
、
一
个
文
学
作
家
若
能
将
工
作
奠
基
于
对
这
种
原
则
的
理
解
以
及
综
合
、
实
际
人
性
人
生
知

识
的
运
用
、
能
用
文
学
作
品
作
为
说
明
、
即
可
供
给
这
些
指
导
者
一
种
最
好
参
考
、
或
重
造
一
些
原
则
、
且
可
作
后
来
指
导
者
的
指
导
。
新
的

经
典
之
所
以
为
经
典
、
即
从
这
种
工
作
任
务
的
重
新
认
识
、
与
工
作
态
度
的
明
确
、
以
及
对
于
〝
习
惯
〞
的
否
定
而
定
。
从
这
个
认
识
下
产
生

的
优
秀
作
品
、
比
普
通
公
务
员
或
宣
传
家
所
能
成
就
的
事
功
、
自
然
来
得
长
久
得
多
、
也
坚
实
得
多
！
」（
高
尚
な
原
則
の
作
り
直
し
が
、
い
ま

の
思
想
家
に
望
め
ず
、
原
則
を
じ
ょ
う
ず
に
運
用
す
る
こ
と
も
い
ま
の
政
治
家
に
望
め
な
い
と
す
れ
ば
、
一
人
の
作
家
が
こ
の
原
則
に
対
す
る

理
解
と
総
合
に
基
づ
い
て
仕
事
を
し
て
、
実
際
の
人
間
性
や
人
生
知
識
の
運
用
を
、
文
学
作
品
を
用
い
て
説
明
で
き
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
指
導

者
に
最
も
よ
い
参
考
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
或
い
は
一
部
の
原
則
を
作
り
直
す
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の
う
え
後
の
指
導
者
を
指
導
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
新
し
い
経
典
の
経
典
た
る
所
以
は
、
こ
う
い
っ
た
仕
事
の
任
務
の
再
認
識
と
仕
事
を
す
る
態
度
の
明
確
さ
及
び
「
習
慣
」

に
対
す
る
否
定
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
こ
の
認
識
の
下
で
生
み
出
さ
れ
た
優
秀
な
作
品
は
、
普
通
の
公
務
員
あ
る
い
は
宣
伝
家
が
な
し
遂
げ
る
功

績
よ
り
も
、
ず
っ
と
長
続
き
す
る
し
、
ず
っ
と
堅
実
で
も
あ
る
）。
初
出
は
『
文
潮
』
月
刊
第
一
巻
第
五
期
一
九
四
六
年
九
月
一
日
（『
沈
从
文

全
集
』
第
一
七
巻
一
七
二
ペ
ー
ジ
所
収
）。
な
お
、
こ
こ
で
「
習
慣
」
と
は
、「
因
習
的
な
文
学
観
」
で
「
文
学
は
政
治
と
不
可
分
で
あ
り
、
そ

の
上
政
治
に
属
す
る
副
産
物
あ
る
い
は
飾
り
物
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
を
指
し
て
い
る
。
同
文
一
六
七
ペ
ー
ジ
参
考
。

（
12
）　
教
科
書
編
纂
に
つ
い
て
は
、
今
泉
秀
人
「
作
家
た
ち
の
編
ん
だ
国
語
教
科
書
〔
１
〕
―
〔
11
〕」『
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
』
三
九
三
号
〜
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四
一
八
号
二
〇
一
四
年
七
月
二
七
日
〜
二
〇
一
六
年
八
月
二
九
日
連
載
に
詳
し
い
。

（
13
）　
曽
国
藩
率
い
る
湘
軍
の
軍
人
で
貴
州
提
督
ま
で
務
め
、
清
史
稿
に
名
を
残
し
て
い
る
。

（
14
）　
や
は
り
曽
国
藩
率
い
る
湘
軍
の
軍
人
で
、
一
九
〇
〇
年
天
津
大
沽
で
八
カ
国
連
合
軍
と
戦
っ
た
羅
栄
光
提
督
の
副
将
を
務
め
た
。
ま
た
袁

世
凱
暗
殺
団
に
も
加
わ
り
、
お
尋
ね
者
に
な
っ
た
熱
血
漢
で
あ
っ
た
。

（
15
）　
黄
埔
軍
官
学
校
出
で
、
一
九
三
七
年
十
一
月
に
は
浙
江
省
嘉
善
で
抗
日
戦
を
指
揮
し
負
傷
、
一
九
三
八
年
九
江
の
戦
役
で
も
負
傷
。
三
七

年
か
ら
八
年
の
抗
日
戦
で
は
鎮
筸
地
方
出
身
の
兵
士
を
率
い
て
数
十
回
勇
猛
果
敢
に
戦
っ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
は
国
民
党
国
防
部
少
将

監
察
官
に
昇
進
し
て
い
る
。
国
共
内
戦
が
始
ま
る
と
、
内
戦
に
反
対
し
て
官
を
辞
し
湖
南
に
帰
郷
す
る
途
上
陳
明
仁
将
軍
に
会
い
、
湘
西
王

と
称
さ
れ
た
陳
渠
珍
率
い
る
起
義
に
参
加
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
る
。
沈
岳
荃
は
鳳
凰
に
帰
り
、
陳
渠
珍
に
協
力
し
て
起
義
に
積
極
的
に
参
画

し
、
鳳
凰
は
平
和
裏
に
解
放
さ
れ
た
。
だ
が
、
五
〇
年
代
に
沈
岳
荃
は
反
革
命
分
子
と
し
て
誤
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
非
業
の
死
を
遂
げ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
第
一
一
期
三
中
全
会
で
漸
く
名
誉
回
復
さ
れ
た
。
沈
従
文
「
一
个
传
奇
的
本
事
」（
一
九
四
七
年
三
月
二
三
日
『
大
公
報
・
星
期
文

藝
』、『
沈
从
文
全
集
』
第
一
二
巻
所
収
）
で
は
、「
淞
泸
之
战
展
开
、
有
个
一
二
八
师
属
于
第
四
路
指
挥
刘
建
绪
调
度
节
制
、
奉
命
守
嘉
善
唯
一

那
道
国
防
线
、
即
当
时
所
谓
〝
中
国
兴
登
保
防
线
〞。
当
时
报
载
、
战
事
过
于
激
烈
、
守
军
来
不
及
和
参
谋
部
联
络
人
员
接
头
、
打
开
那
些
钢
骨

水
泥
的
门
、
即
加
入
战
斗
、
还
以
为
不
可
信
。
后
来
方
知
道
那
师
接
防
的
部
队
、
开
入
国
防
线
后
、
除
了
从
县
长
手
中
得
到
一
大
串
编
号
的
钥

匙
、
什
么
图
形
也
没
有
。
临
到
天
明
快
要
有
敌
机
来
轰
炸
、
敌
人
先
头
探
索
部
队
发
现
已
发
生
接
触
时
、
一
个
少
年
军
官
方
从
一
道
河
边
发
现

工
事
的
位
置
、
一
面
用
一
営
人
向
前
作
突
击
反
攻
、
一
方
面
来
得
及
把
上
锈
的
铁
门
次
第
打
开
、
准
备
死
守
。
八
天
的
固
守
、
全
师
大
部
牺
牲

于
敌
人
优
势
日
夜
不
断
炮
火
中
、
下
级
干
部
几
乎
全
体
完
事
、
团
营
长
正
副
半
死
半
伤
、
提
了
那
串
钥
匙
去
开
工
事
铁
门
的
、
原
来
就
是
我
一

个
弟
弟
、
而
死
去
的
全
是
那
小
小
城
中
长
大
的
年
青
人
。」（
淞
瀘
戦
が
始
ま
り
、
第
四
路
軍
に
所
属
す
る
一
二
八
師
団
長
劉
建
緒
の
指
揮
の
下
、

命
令
を
奉
じ
て
嘉
善
の
唯
一
の
国
防
線
即
ち
当
時
の
所
謂
〈
中
国
興
登
堡
防
衛
線
〉
の
守
備
に
当
た
っ
た
。
戦
闘
は
熾
烈
を
極
め
、
守
備
軍
は

参
謀
本
部
の
伝
令
と
連
絡
を
と
り
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
扉
を
開
け
る
暇
も
な
く
、戦
闘
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
と
は
信
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
と
当
時
の
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。
防
衛
を
引
き
継
い
だ
そ
の
師
団
部
隊
は
、
国
防
線
に
加
わ
っ
て
か
ら
も
、
通
し
番
号
付
き
の
鍵
の
大
束
を



三
一

続
『
月
下
小
景
』
考

県
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
他
に
は
、
図
面
の
一
枚
も
な
い
こ
と
が
後
に
な
っ
て
や
っ
と
わ
か
っ
た
。
夜
が
明
け
て
敵
機
の
爆
撃
が
始
ま
る
直
前
に
、

敵
の
先
頭
探
索
部
隊
に
す
で
に
交
戦
開
始
の
気
配
を
気
づ
か
れ
た
正
に
そ
の
時
、
あ
る
若
い
将
校
が
川
沿
い
に
塹
壕
の
位
置
を
発
見
し
て
、
一

大
隊
を
突
撃
反
攻
に
向
か
わ
せ
る
一
方
、
錆
び
付
い
た
鉄
扉
を
順
に
開
錠
し
て
死
守
に
備
え
る
の
に
間
に
合
っ
た
。
八
日
間
守
り
抜
き
、
一
個

師
団
全
体
は
優
勢
な
敵
軍
の
日
夜
絶
え
間
な
い
砲
火
の
下
で
、
下
級
幹
部
は
ほ
と
ん
ど
戦
死
し
、
連
隊
・
大
隊
の
長
・
副
官
の
半
数
が
戦
死
、

半
数
が
負
傷
し
た
が
、
そ
の
鍵
の
大
束
を
引
っ
提
げ
て
塹
壕
の
鉄
扉
を
開
錠
し
た
の
は
私
の
弟
で
あ
り
、
戦
死
し
た
全
員
が
あ
の
小
さ
な
村
で

育
っ
た
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
）
と
、
控
え
目
で
あ
る
が
弟
沈
岳
荃
の
活
躍
を
述
べ
て
い
る
し
、
弟
を
主
人
公
に
し
た
小
説
に
『
动
静
』（
執
筆
は

一
九
四
三
年
一
二
月
八
日
『
文
聚
』
第
二
巻
第
一
期
、『
沈
从
文
全
集
』
第
一
〇
巻
所
収
）
が
あ
る
。
ま
た
、
向
成
国
著
『
回
归
自
然
与
追
寻
历

史
』（
一
九
九
七
年
　
湖
南
师
范
大
学
出
版
）
に
も
、
沈
岳
荃
の
参
戦
し
た
戦
い
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
近
年
沈
従
文
の
次
男
沈
虎
雛
は
「
沈
从
文
的
从
武
朋
友
」『
新
文
学
資
料
』 

二
〇
一
二
年
第
一
期
に
、
帰
郷
後
の
沈
岳
荃
の
最
期
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
〜
一
九
五
〇
年
陈
渠
珍
旧
部
龙
云
飞
在
凤
凰
发
动
暴
乱
、
被
解
放
军
剿
灭
后
、
一
二
月
凤
凰
常
备
队
被
解
放
军
包

围
缴
械
、
改
编
、
指
挥
部
军
官
失
去
自
由
、
集
中
学
习
、
大
张
旗
鼓
镇
压
反
革
命
运
动
也
在
全
国
展
开
。
毛
泽
东
主
席
一
九
五
一
年
一
月
一
七

日
曽
对
湘
西
的
镇
反
作
过
指
示
―
―
〈
在
湘
西
二
十
个
县
中
杀
了
一
批
匪
首
、
恶
霸
、
特
务
、
准
备
在
今
年
由
地
方
再
杀
一
批
。
我
以
为
这
个

处
置
是
很
必
要
的
。
只
有
如
此
、
才
能
使
敌
焰
下
降
、
民
气
大
伸
。
如
果
我
们
优
柔
寡
断
、
姑
息
养
奸
、
则
将
遗
祸
人
民
、
脱
离
群
众
〉。
沈

岳
荃
被
划
入
〝
再
杀
一
批
〞
中
、
一
九
五
一
年
一
一
月
二
八
日
判
处
死
刑
。
三
二
年
后
平
反
、
重
新
承
认
为
起
义
人
员
。」（
一
九
五
〇
年
陳
渠

珍
の
部
下
の
龍
雲
飛
が
鳳
凰
で
暴
動
を
起
こ
し
た
が
、
解
放
軍
に
包
囲
さ
れ
武
装
解
除
さ
れ
改
編
さ
れ
た
。
指
揮
部
の
将
校
は
自
由
を
奪
わ
れ
、

集
中
的
に
（
思
想
改
造
の
―
筆
者
）
学
習
さ
せ
ら
れ
、
反
革
命
鎮
圧
運
動
も
鳴
り
物
入
り
で
全
国
で
展
開
さ
れ
た
。
毛
沢
東
主
席
は
一
九
五
一

年
一
月
一
七
日
に
湘
西
の
反
革
命
鎮
圧
運
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
指
示
を
し
た
。〈
湘
西
二
〇
県
で
は
一
群
の
匪
賊
の
頭
、
悪
党
の
親
玉
、
ス

パ
イ
を
殺
し
た
が
、
今
年
地
方
政
府
は
も
う
一
群
殺
す
準
備
を
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
処
置
は
と
て
も
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
う
し
て
こ
そ
、

敵
方
の
気
焔
を
下
げ
さ
せ
て
、
人
民
の
気
持
ち
を
伸
び
伸
び
と
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
も
し
我
々
が
優
柔
不
断
で
、
扱
い
が
手
ぬ
る
く

悪
人
を
は
び
こ
ら
せ
る
な
ら
、
人
民
に
禍
根
を
残
し
、
人
民
大
衆
か
ら
遊
離
す
る
こ
と
に
な
る
〉
と
。
沈
岳
荃
は
「
も
う
一
群
殺
す
」
の
中
に
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入
れ
ら
れ
、一
九
五
一
年
一
一
月
二
八
日
に
死
刑
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。
家
族
に
は
知
ら
さ
れ
ず
、ど
こ
に
埋
葬
さ
れ
た
か
も
誰
も
分
か
ら
な
い
。

三
二
年
後
に
名
誉
回
復
さ
れ
、
起
義
の
人
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。）
と
記
し
て
い
る
。
沈
虎
雛
に
よ
れ
ば
、
沈
岳
荃
の
死
に
つ
い

て
は
長
兄
沈
雲
麓
か
ら
沈
従
文
宛
て
の
手
紙
に
暗
示
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
真
相
は
知
る
由
も
な
く
、
沈
従
文
は
弟
の
死
に
つ
い
て
一
言
も
語

ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
家
族
も
ま
た
沈
従
文
の
心
情
を
慮
っ
て
何
も
問
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
沈
岳
荃
の
遺
児
で
あ
る
沈
朝
慧
は
沈
従
文
が
自

分
の
娘
と
し
て
引
き
取
っ
て
育
て
た
。

（
16
）　
津
守
陽
「
沈
従
文
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
―
髪
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
と
身
体
化
さ
れ
る
〈
都
市
／
郷
土
〉―
」『
中
国
文
学
報
』
第
八
十
七
冊  

二
〇
一
六
年
四
月
　
も
こ
の
点
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
察
し
て
い
る
。


